
私立 松蔭大学大学院 看護学研究科 神奈川県厚木市 学校法人
　看護マネジメント専攻(M) 6 　松蔭学園

令和５年度開設予定大学院等一覧

１　研究科を設置するもの　2校 令和4年10月

区分 大　学　等　名 学部・学科等名
入 学
定 員 位　　置 設　置　者 備 考附 帯 事 項

(人)

・「審査意見への対応を記載した書類（９月）」の審査
意見１の対応において、本専攻の名称が「健康マネジメ
ント専攻」から「看護マネジメント専攻」に改められ
た。「『看護マネジメント』では、・・・看護管理者の
育成とは異なる」旨の説明がなされているものの、その
名称から、看護管理者養成を目的とする課程であると誤
解を招く恐れがあること、また、施設内看護や地域・精
神保健といった場における看護ケアの課題を解決する力
として「マネジメント力」を掲げる一方で、本専攻にお
いては「広い視野の管理力」や「管理者として」の力を
身に付ける授業科目が設定されており、これらの力につ
いても「マネジメント力」と混同されることが懸念され
る。このため、「マネジメント」が指すところを明確に
した上で、本専攻が掲げる「看護マネジメント」が本学
独自の定義であり、「看護管理」と異なる特徴を持つも
のであることや、「看護ケアにおける課題を解決するマ
ネジメント力をもつ看護専門職者の育成」を目指すもの
であって、必ずしも看護管理者の養成を主に掲げるもの
ではないことについて、本研究科への入学を希望する受
験者や社会等に対し広く周知し、十分に理解・認知され
るよう努めること。

・「審査意見への対応を記載した書類（９月）」の審査
意見１の対応において、本専攻の名称である「看護マネ
ジメント」について「看護管理者の養成とは異なる」こ
とが示されたが、例えば本専攻の基礎科目においては、
「管理者として、我が国の社会保障の変遷を学ぶ」ため
の「社会保障論」や、「管理者として組織の中で目標を
達成するために・・・リーダーづくり」のための「経営
管理特論」、「管理者として科学的な根拠に裏付けされ
た広い視野の研究に取り組む」ための「研究方法論」な
どが必修科目として配置されており、必修科目の多くが
「管理者として」必要とされる知識や技能等を身に付け
る科目となっていることから、本専攻が看護管理者の育
成ではなく、「人間に対する深い洞察力と高い倫理観を
もち、科学的根拠に基づき、個々のニーズや生活および
社会の変化から生じた施設内看護、地域・精神保健にお
ける看護ケアの課題を解決できる指導力、教育力、研究
力を有し、それらの能力を活かして、社会に貢献できる
人材の育成」を目的としていることに鑑み、例えば、
ディプロマ・ポリシーに掲げる「理論的枠組みを用いて
課題解決」することができる能力を涵養（かんよう）す
るための科目の充実等を図ること。その際、「理論的枠
組み」の示すところについて、シラバス等において、学
生等に対し分かりやすく示すこと。

遵守事項

遵守事項
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区分 大　学　等　名 学部・学科等名
入 学
定 員 位　　置 設　置　者 備 考附 帯 事 項

(人)

（松蔭大学大学院） ・「審査意見への対応を記載した書類（９月）」の審査
意見１の対応において、本専攻の名称が「健康マネジメ
ント専攻」から「看護マネジメント専攻」に改められた
が、例えば、「健康マネジメント概論」の授業について
は、「健康マネジメントのヘルスケア・ヘルスサービス
分野の相互の関連性を明らかにする基盤となる学問領域
を学修し修得する」と説明されているほか、研究指導科
目である「課題研究」の授業概要においては、「健康マ
ネジメントの講義科目・演習を踏まえ」て論文を作成す
ることとなっているなど、「健康マネジメント」に関す
る記載が散見される一方で、「看護マネジメント」との
差異が不明確であることから、これらの用語の定義を再
度整理した上で、各授業科目を履修する学生に対し混乱
や誤解を招くことがないよう、シラバス等による説明の
記載を適切に改めること。

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超える専
任教員数の割合が高いことから、定年規程の趣旨を踏ま
えた適切な運用に努めるとともに、教員組織編制の将来
構想を策定し、着実に実行すること。

遵守事項

遵守事項

・既設校の今後の定員充足の在り方について不断に検討
を行い、定員未充足の改善に取り組むこと。（松蔭大学
コミュニケーション文化学部異文化コミュニケーション
学科、コミュニケーション文化学部生活心理学科、コ
ミュニケーション文化学部子ども学科、観光メディア文
化学部観光文化学科、観光メディア文化学部メディア情
報文化学科、看護学部看護学科）

・学生等の募集を停止中の組織については、適切な時期
に廃止等の措置を講ずること。（松蔭大学経営文化学部
金融経済学科）

遵守事項

遵守事項
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区分 大　学　等　名 学部・学科等名
入 学
定 員 位　　置 設　置　者 備 考附 帯 事 項

(人)

私立 大手前大学大学院 国際看護学研究科 大阪府大阪市 学校法人
　看護学専攻(M) 12 　大手前学園

2

・完成年度における新設研究科の基本金組入前当年度収
支差額がマイナスとなっていることから、収支の均衡を
前提とした中長期的な財務計画の策定・実行に取り組む
こと。

助言事項

計 2　校 　 　2研究科　　 2専攻(M)

（注） 「備考」欄の（ ）書の数字は，今回の認可申請に伴う関係のある既設学部等の入学定員の減を示す。

・「審査意見への対応を記載した書類（９月）」の審査
意見３への対応の説明において、ディプロマ・ポリシー
全体を見直し、同時に教育課程の内容と整合性が取れる
ように、「審査意見への対応を記載した書類（資料）
（９月）」の別紙１【別添資料９】（カリキュラム・
マップ）が改められた。この中で、「国際保健活動特
論」や「グローバルコミュニティ実習」といった国際を
強く掲げた授業科目について、「最も重要な科目」であ
る「◎」がディプロマ・ポリシー③にのみ整理されてい
るが、本専攻のディプロマ・ポリシー①に、「対象の価
値観を尊重する国際性」の修得を掲げていることを踏ま
えれば、これらの授業科目については、ディプロマ・ポ
リシー①にも強い関連性があると見受けられる。実践に
関する能力を涵養（かんよう）する授業科目の中にも、
国際性を涵養（かんよう）する授業科目も散見されるこ
とから、これらの授業科目について、ディプロマ・ポリ
シーとの関連を見直すとともに、各ディプロマ・ポリ
シーに掲げる能力を修得するために、履修すべき授業科
目が明確になるよう、学生等に対し分かりやすく示すこ
と。

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超える専
任教員数の割合が高いことから、定年規程の趣旨を踏ま
えた適切な運用に努めるとともに、教員組織編制の将来
構想について着実に実施すること。

遵守事項

遵守事項
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私立 尚絅学院大学大学院 総合人間科学研究科 宮城県名取市 学校法人
　公共社会学専攻(M) 6 　尚絅学院

1

計 1　校 　　1研究科　　1専攻(M)

（注） 「備考」欄の（ ）書の数字は，今回の認可申請に伴う関係のある既設学部等の入学定員の減を示す。

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超える専
任教員数の割合が高いことから、定年規程の趣旨を踏ま
えた適切な運用に努めるとともに、教員組織編制の将来
構想について着実に実施すること。

・元常務理事の非行に関する調査委員会の結果を踏まえ
て、再発防止対策を検討、実施し、更なる学校法人管理
運営体制の強化を図ること。

(人)

２　専攻の設置又は課程を変更するもの　1校

区分 大　学　等　名 学部・学科等名
入 学
定 員 位　　置 設　置　者 備 考附 帯 事 項

遵守事項

遵守事項
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